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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の入学者選抜は，本科の入学者選抜，本科４年次への編入学生選抜及び専攻科課程の入学者選

抜を行っており，能力・適性において高等専門学校教育を受けるにふさわしい資質を有する者を，公

正かつ妥当な方法で選抜するものである。また，いずれの選抜方法においてもアドミッション・ポリ

シーと入学者選抜方法を関連付けて，入学者選抜を実施している。 

本校のアドミッション・ポリシーは基本理念，教育方針，養成すべき人材像及び学習・教育目標

（資料４－１－①－１）に対応し定められている。本科（準学士課程）アドミッション・ポリシーに

ついては，学校として明確に定められる（資料４－１－①－２）とともに，各学科のアドミッション

・ポリシーが各学科の目的に合わせて定められている（資料４－１－①－３，４）。 

アドミッション・ポリシーは，カレッジガイド，学校要覧，学生便覧，ホームページに掲載し，将

来の学生を含めた社会に対して周知，配布を行っている。なお，本校ホームページにはカレッジガイ

ドのデジタルパンフレットを掲載し，いつでもカレッジガイドがパソコン画面で本をめくるように見

ることができる（資料４－１－①－３）。またカレッジガイドと学校要覧については，各中学校へ郵

送するとともに，本校で開催する学校説明会，入学試験委員会委員が行う中学校訪問と入試説明会

（資料４－１－①－５），及びオープンキャンパスにおいて，中学生，保護者，中学校教諭に対して

配付すると同時にパワーポイントを使い，具体例を示してわかりやすく口頭で説明している。 
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資料４－１－①－１ 

「本校の基本理念，教育方針，養成すべき人材像及び学習・教育目標」 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/outcomes.html） 
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資料４－１－①－３ 

「デジタルパンフレットに掲載された各学科のアドミッション・ポリシー」 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/） 

資料４－１－①－２ 

「本科のアドミッション・ポリシー」 

（出典 平成２４年度学生募集要項,p.1）



福井工業高等専門学校 基準4 

- 108 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①－４ 

「ホームページに掲載された各学科のアドミッション・ポリシー」 

（出典 本校ホームページ http://http://www.fukui-nct.ac.jp/~nyusi/policy.html） 
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資料４－１－①－５ 

「入試説明会概要と過去５年間の参加者数」 

（出典 平成２３年度自己点検・評価報告書,p.64）
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専攻科課程のアドミッション・ポリシーは，専攻科学生募集要項（資料４－１－①－６）及び学生

便覧に記載し配布するとともに，ホームページで公開している。高等学校からの本科４年次編入学生

については，アドミッション・ポリシーを編入学生募集要項に記載し（資料４－１－①－７），ホー

ムページでも公開している。また，ホームページで学生募集要項の電子ファイル及び入学試験担当窓

口を公開し，社会へアドミッション・ポリシーが広く認識され，理解されやすいように努めている

（資料４－１－①－８）。 

また，教職員への周知に関しては，教員会議で説明するとともに，学生募集要項，専攻科学生募集

要項，学校案内，学生便覧を毎年配布してアドミッション・ポリシーの周知を図っている。アドミッ

ション・ポリシーの周知状況に関しては，平成２４年４月に非常勤を含む全教職員を対象にアンケー

トを行った結果（資料４－１－①－９），「よく知っている」，「ある程度知っている」と答えた割

合は，本科（準学士課程）については９２％とよく周知されていたが，専攻科課程については８５％

と若干周知度が落ちている結果となった。再雇用者を含む教員に対しては本科（準学士課程）につい

て９８％，専攻科課程について９４％という結果であり，よく周知されていると考えられる。また，

入学者選抜がアドミッション・ポリシーに基づいて実施されていることに対して、本科（準学士課

程），専攻科課程ともにほぼ全員に周知されているという結果であった。 

 

 
資料４－１－①－６ 

「専攻科課程アドミッション・ポリシー」 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項,p.1）
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（出典 平成２５年度編入学生募集要項,p.1）

資料４－１－①－８ 

「学生募集要項と入学試験担当窓口の案内」 

（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/~nyusi/） 

資料４－１－①－７

「編入学生募集要項に掲載された本科のアドミッション・ポリシー」 
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（出典 学生課）

資料４－１－①－９ 

「アドミッション・ポリシー等の周知状況」 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，本科及び専攻科課程ともにアドミッション・ポリシーを明確に定め，ホームページに掲

載するとともに，教員会議や学科会議において学校の教職員に周知している。教職員に対してアドミ

ッション・ポリシーの周知状況を把握するためにアンケート調査を実施しており，アンケート結果か

ら周知されていることが確認されている。また，学生募集要項等の配布，学校説明会等での口頭のプ

レゼンテーションを通じて，将来の学生を含めた社会に理解されやすい形で公表している。 
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観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の入学者選抜は，本科の入学者選抜，本科４年次への編入学生選抜及び専攻科課程の入学者選

抜を行っており，国立高等専門学校入学者選抜実施要項（資料４－２－①－１）に基づいて実施して

いる。いずれの選抜方法においてもアドミッション・ポリシーと入学者選抜方法を関連付けて，入学

者選抜を実施している。 

本科の学力選抜では，独立行政法人国立高専機構で作成された国立高等専門学校入学者選抜学力検

査問題を使用し，国語，社会，数学，理科及び英語の５教科で実施しており，基礎学力を重視した選

抜を行っている（資料４－２－①－２）。また，調査書の中に本校のアドミッション・ポリシーへの

適合について記入する欄を設けている（資料４－２－①－３）。これは記載責任者の観点で入学志願

者の適性を判断しているもので（資料４－２－①－４），入試合否に関する資料の１つとなっている。 

本校の入学者選抜では，これらの結果を入学者選抜試験判定票に取りまとめているが，実際の資料

は，訪問調査時の確認資料とする。 

（出典 平成２４年度専攻科学生募集要項）

（出典 独立行政法人国立高等専門学校規則）

資料４－２－①－１ 

「国立高等専門学校入学者選抜実施要項」 
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（出典 平成２４年度学生募集要項,p.8）

資料４－２－①－２ 

「学力検査による選抜方法」 

（出典 平成２４年度学生募集要項,調査書）

資料４－２－①－４ 

「調査書の作成について」 

（出典 平成２４年度学生募集要項,調査書）

資料４－２－①－３ 

「アドミッション・ポリシーへの適合について」 
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 本科における推薦選抜では，出身中学校の校長により推薦された者について選抜しており，推薦選

抜には推薦要件アとイがある。アの要件では，調査書，作文及び面接の結果を総合して判定する。イ

の要件では，これに科学や技術の分野における優秀な成果の口頭発表に対する評価及び推薦書が加わ

る（資料４－２－①－５）。作文（資料４－２－①－６）及び面接内容は学科毎にアドミッション・

ポリシーに沿った選抜方針に従い課題を指定している。作文，面接の評定は選抜方針に沿って行い，

各学科で評定結果について検討した後，入学試験委員会の議を経て教員会議において合否を判定する。

本校の入学者選抜では，これらの結果を入学者選抜試験判定票に取りまとめているが，面接内容を含

めた実際の資料は，訪問調査時の確認資料とする。 

 

（出典 平成２４年度学生募集要項,p.5）

資料４－２－①－５ 

「推薦要件ア及びイによる選抜方法」 
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（出典 学生課）

資料４－２－①－６ 

「本科推薦選抜作文課題」 
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 本科４年次への編入学生選抜は，学科毎の学力検査（作文を含む），調査書，面接の結果を総合し

て判定し（資料４－２－①－７），編入学生選抜実施要綱に従って行われる。面接の内容及び評定は

アドミッション・ポリシーに沿って行い，各学科で評定結果について検討後，入学試験委員会の議を

経て教員会議において合否を判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科課程入学者選抜は，推薦による選抜，学力による選抜，社会人特別選抜の３種類の選抜を行

っている（資料４－２－①－８）。推薦による選抜は年１回行われ，推薦書，調査書，小論文，面接

の総合判定により行い，アドミッション・ポリシーに沿った内容となっている（資料４－２－①－

９）。学力による選抜は年に２回行われ，調査書，英語と数学及び専門科目の筆記試験と面接の総合

判定により行い（資料４－２－①－１０），得意とする工学分野の基礎能力を重視した選抜を行って

いる。社会人選抜は社会人技術者の再教育を目的とし，所属企業等の長の推薦書，出身学校長の調査

書及び小論文，面接の総合判定により行う。総合判定は福井工業高等専門学校専攻科入学者選抜実施

要領に従って行われ，各選抜試験の面接の内容及び評定はアドミッション・ポリシーに沿って行い，

各専攻で評定結果について検討した後，専攻科委員会の議を経て教員会議において合否を判定する。 

 

 

 

（出典 平成２５年度編入学生募集要項,p.4）

資料４－２－①－７ 

「編入学生選抜方法」 
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資料４－２－①－８ 

「専攻科入学者選抜方法」 

資料４－２－①－９ 

「専攻科推薦選抜の方法」 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項,p.1）

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項,p.3）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の入学者選抜では，本科への入学者選抜，本科４年次への編入学生選抜及び専攻科課程の入学

者選抜において，学力試験又は調査書に基づいて学力を判定するとともに，小論文，面接及び調査書

より，アドミッション・ポリシーに関わる５つの観点に基づき評価選抜しており，アドミッション・

ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用され，実際の入学者選抜が適切に実施されている。 

 

 

 

 

 

資料４－２－①－１０ 

「専攻科学力選抜の方法」 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項,p.7）
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

本科及び編入学生選抜についての学生募集，入学者選抜の実施，入学者選抜の合格候補の選考に関

する事項を審議する入学試験委員会が置かれ，教務主事，教務主事補，学科長，一般科目教室主任，

事務部長によって組織されている（資料４－２－②－１）。アドミッション・ポリシーに沿った学生

の受入が実際に行われているかについて，学生募集と入学者選抜については入学試験委員会が，入学

後の学生については教務委員会が管轄であるが（資料４－２－②－２），両委員会が連携して入学後

の学生に対する基礎学力の検証，入学者選抜の改善を行っている。さらに，入学者選抜に関する１年

生へのアンケート調査を実施し，入試に関する方針を決定するための基礎資料としており（資料４－

２－②－３），継続的な入学者選抜の改善を行っている（資料４－２－②－４）。 

 

資料４－２－②－１ 

「福井工業高等専門学校入学試験委員会規則（抜粋）」 

（出典 本校規則集）
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資料４－２－②－２ 

「福井工業高等専門学校教務委員会規則（抜粋）」 

資料４－２－②－３ 

「新入生アンケート結果について(抜粋)」 

（出典 本校規則集）

（出典 平成２３年度入学試験委員会）
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（出典 平成２１年度入学試験委員会）

資料４－２－②－４ 

「本科推薦制度および学力検査の改正について（抜粋）」 
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 また実際に本科に入学した１年次及び入学１年後の２年次に，基礎的な学力及び学力の定着を確認

するため，１年次には数学と英語，２年次については数学の課題確認テストを前期授業が開始する前

に実施するとともに（資料４－２－②－５），入試制度を定期的に検証するためのデータとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度行事日程）

資料４－２－②－５ 

「課題確認テストの実施日程」 
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 その結果，平成１９年度に推薦及び学力の各選抜で本科に入学した学生について，５年次までの創

成系科目を含む，実験・実習系専門科目の成績を追跡調査したところ，いずれの選抜においても遜色

なく高い平均点であった。このことから，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が各選抜で

バランスよくできていることが確認された（資料４－２－②－６）。 

 

（出典 学生課）

資料４－２－②－６ 

「平成１９年度本科入学生の実験・実習科目における選抜別平均点」 
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 また，専攻科課程の入学者選抜では，専攻科委員会が選抜方法の改善を検討しており，平成２２年

度入試からは学力試験に専門科目の筆記試験を取り入れ，入学動機レポート（小論文）の提出を課す

等（資料４－２－②－７），よりアドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れるよう継続的な

改訂を行っている。その結果，専攻科課程の修了率は高い値で推移している（資料４－２－②－８）。 

 

（出典 平成２０年度専攻科委員会）

資料４－２－②－７ 

「入学試験制度の見直しについて（抜粋）」 



福井工業高等専門学校 基準4 

- 127 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかについて，本科及び

編入学生選抜では，学生募集と入学者選抜については入学試験委員会が，入学後の学生については教

務委員会が検証を行い，両委員会が連携して入学者選抜の改善を行っている。また，専攻科生選抜で

は，専攻科委員会が選抜方法の検証と改善を継続的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－②－８ 

「専攻科課程の専攻別修了率」 

（出典 学生課）
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

本科入学者選抜における定員は，各学科４０名である。推薦選抜ではそのうち１５名程度とし，学

力選抜を含めて定員を満たすよう合格判定を行っている。さらに学力選抜においては，２年進級時に

転科が可能な工学基礎コースを設置し，中学時点での学科選択という高専希望者にとっての敷居を低

くし，受験者増及び本校に適合した学生の受け入れへの取組みを行っている（資料４－３－①－１）。

本校の合格辞退者は極めて少数であることから，定員の４０名を合格とし，辞退者がある場合には追

加合格により定員を満たすようにしている（資料４－３－①－２）。入学試験委員会では，中学生の

減少を受け，優秀な学生の確保のための方策を検討している。平成２０年度に推薦要件を緩和し，募

集人員を３０％程度から３５％程度に増加させ，平成２２年度には募集人員を３５％程度から１５名

程度に増加させるとともに，イ要件の「科学の分野」について技術者を養成する本校の使命の観点か

ら「科学や技術の分野」とした（資料４－３－①－３）。 

 

資料４－３－①－１ 

「工学基礎コースについて」 

（出典 本校ホームページ http://www.fukuinct.ac.jp/junior/course/kougakukiso.html） 
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資料４－３－①－２ 

「本科合格者数と実入学者数」 

（出典 学生課）

資料４－３－①－３ 

「本科推薦選抜における推薦基準の改訂」 

（出典 平成２２年度自己点検・評価報告書）
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 編入学生選抜における定員は，各学科若干名である（前出資料４－１－①－７）。受入予定学科の

４年生の人数が教育に支障をきたさないよう合格者数を検討し，合否判定を行っている。編入学選抜

における出願者数・合格者数は（資料４－３－①－４）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科生選抜における定員は，生産システム工学専攻１２名，環境システム工学専攻８名の計２０

名である（前出資料４－１－①－６）のに対して，実入学者数は３０名程度である（前出資料４－２

－②－８）。専攻科では，定員２５名の講義室１，定員４０名の講義室２，定員１６名のゼミ室３，

及び１０名程度収容できるゼミ室１とゼミ室２を利用して講義を行っている。システム工学実験では

専攻科生を少人数のグループに分けて，複数の教員がそれぞれの実験室等を利用して実施している。

また，特別研究では指導教員１名に対して専攻科生１，２名程度であり，それぞれの設備において定

員を超過している影響は少ないと考えられる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

過去５年間の入試実績より，本科の実入学者数は定員どおりで適正になっている。また，受検者数

増に向けた取組みがなされている。編入学生選抜では，入学後のクラスの人数が教育に支障のない事

を確認した上で合否判定を行っており適正である。専攻科生選抜では，実入学者数は定員を上回って

いるが，教育・研究に支障のない体制と，講義室，実験室等の設備が備わっている。 

 

 

 

 

 

 

資料４－３－①－４ 

「編入学選抜における出願者数及び合格者数」 

（出典 学生課）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の教育の目的に沿って，本科及び専攻科課程のアドミッション・ポリシーがそれぞれに定めら

れており，社会に対し理解しやすい表現で説明を行って本校の教育目的に共感する優秀な学生の確保

に努めている。本科における選抜では，科学や技術の分野における優秀な成果に関する口頭発表を評

価に加える出願要件，及び２年次に転科が可能な工学基礎コースを設けており，多様な学生を受け入

れている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

本校の教育の目的に沿って，本科及び専攻科課程のアドミッション・ポリシーがそれぞれに定めら

れており，学校案内，ホームページ，学生募集要項や学生便覧等に記載するとともに，中学校訪問時

や学校説明会，体験入学，各種イベントなどで説明を行い，広く社会に発信し，本校の教育目標に共

感する学生の募集に努めている。また，社会に対し理解しやすい表現に努め，具体例を示してわかり

やすく口頭で説明を行っている。 

全教職員を対象としたアドミッション・ポリシーの周知度調査により，実際の教育を行う教員に対

して本科及び専攻科課程のアドミッション・ポリシーが広く周知されていることが確認できた。また，

入学者選抜がアドミッション・ポリシーに基づいて実施されていることに対しては，本科及び専攻科

課程ともにほぼ全員に周知されているという結果であった。 

本科及び本科４年次編入学生の選抜は入学試験委員会で，専攻科課程の選抜は専攻科委員会で，そ

れぞれのアドミッション・ポリシーに沿った適切な入学者選抜を実施している。特に，小論文と面接

においては，アドミッション・ポリシーに深く関わる観点に基づいて評価選抜しており，適切な学生

の受入方法が採用されている。本科の推薦による選抜では，科学や技術の分野における優秀な成果に

ついての口頭発表を評価に加える出願要件を設けており，また学力による選抜では２年次に転科が可

能な工学基礎コースを設置し，多様な学生を受け入れている。実際に入学した学生の基礎学力につい

て課題確認テストを実施し，入試制度を定期的に検証している。 

過去５年間の入試実績より，本科については定員どおり，本科４年次編入学生においては定員以内

が入学している。専攻科課程では入学者が定員を上回っているが，教育・研究に支障のない体制と，

講義室，実験室等の設備が備わっている。 

 

 

 



福井工業高等専門学校 基準4 

- 132 - 

 

 


